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1. まえがき 

ユーザ体感品質(Quality of Experiment: QoE)は通

信速度が大きくなれば高くなるが，増加の幅や速度は環

境や端末の種類に依存すると考えられる．文献[1]では

QoE の指標として“その品質を得るために移動しても

よいと思う距離”と定義した WTM (Willingness to 

Move)でマッピングし，通信速度と QoE の関係を，

WTM 関数を用いて定量化した．本稿では，無線 LAN

を利用する端末の種類によって WTM が異なることを

明らかにする． 

2. アンケートによるユーザ行動調査 

文献[1]では，通信速度を通信品質とし，その品質を

得るために移動してもよいと思う距離 WTM をアンケ

ートにより調査している．アンケートでは，無線 LAN

サービスが利用できるアクセスポイントを地図上に配

置し，それぞれのアクセスポイントから得られる通信速

度と現在地からの距離が表示できる架空のアプリケー

ションを想定している．被験者には，現在地と移動先の

通信速度の差を，差分で示す場合と増加率で示す場合の

二つの表示で，通信速度の増分と WTM の距離を調査

している． 

3. 通信速度と WTM の関係 

 本稿では，現在地と移動先の通信速度の差分並びに増

加率と WTM との関係を議論する．移動先の通信速度

の上限を 10Mbps としたときの WTM の期待値と，通

信速度の差分並びに増加率について相関係数を計算す

る．その結果，相関係数は 0.04，0.12 となり相関がな

いことが分かる．次に，上限を 100Mbps としたとき，

相関係数は 0.67，0.81 となり正の相関がみられる．相

関係数から，差分よりも増加率に対して相関が強いため，

増加率の方が予測の精度が高いといえる．図 1 に通信

速度の増加率と WTM の期待値を散布図で示し，対数

線形近似した結果を示す． 

U = 23.8 ln(s)＋130

決定係数 0.81
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図 1 通信速度の増加率と WTM の期待値 

4. 端末と WTM の関係 

 通信速度の上限を 100Mbpsとした場合にWTMと相

関が見られなかった原因を分析する．ここでは利用して

いる端末の種類と WTM に着目し，端末の種類ごとの

WTM の期待値を求める．表 1 に端末の種類とそのサン

プル数を，図 2 に増加率の上限が 10Mbps の場合の

WTM の期待値を示す．図 2 より，WTM の期待値は端

末の種類ごとに差があることが分かる．上限が

100Mbps の場合についても同様に調査したが，端末の

種類による差は小さく，t 検定の結果，統計的な有意差

は得られなかった．したがって，WTMは上限が10Mbps 

の範囲では端末の種類の影響が大きく，100Mbps の範

囲では通信速度の差の影響が大きい. 

表 1 端末の種類ごとのサンプル数 

ノートパソコン 193 
タブレット 80 
スマートフォン 362 
スマートフォン以外の携帯電話 19 
その他 37 
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図 2 端末の種類ごとの WTM の期待値 

5. むすび 

本稿では，端末の種類によって WTM が異なること

を明らかにした．WTM は通信速度が大きくなるにつれ

端末の種類による影響が小さくなる．この結果をアクセ

スポイント選択におけるユーザ誘導の効率化に活用す

ることが今後の課題である． 
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